
 

 
配信開始から 3 カ月強で累計 50 万ダウンロードを突破！ 

「TRAVEL JAPAN Wi-Fi」アプリ、多くの訪日外国人をサポート 

～順調に拡大するインバウンドプロジェクト～ 
 

2015 年 3 月 31 日 

        アンド        

 

        アンド      (本 :東京都中央区、代表取締役 長:大塚浩司、以下 Wi2)が 2014 年

12月 12日より提供を開始した訪日外国人向けアプリ「TRAVEL JAPAN Wi-Fi」（iOS／Android向け）が、配信開

始から 3 カ月強を経過した 3 月 26 日時点において、累計 50 万ダウンロードを突破したことをお知らせいたしま

す。 

  

■ TRAVEL JAPAN Wi-Fi アプリ ダウンロードの傾向 

本アプリは、配信を開始した 2014 年 12 月 12 日より堅調にダウンロード数を伸ばし、１月 20 日時点にお

いては 30 万ダウンロードを突破するなど、配信開始以降多くのユーザーの方に支持をいただいております。

年明け以降も 2月の春節、また日本各地で開催されたイベントなど、春に向けて訪日外国人の来訪機会

が追い風にもなり、3月 26日に 50万ダウンロードを突破する事ができました。 

 

3 月 1 日～26 日の国別アプリダウンロード順位は、1 位台湾、2 位タ 、3 位韓国、4 位中国、5 位アメリカ合衆

国、6 位オー トラリアの順となっており、アジア圏からの訪日外国人の多さが本アプリのダウンロードにも繋がっ

ています。 

また、京都 花灯路推進協議 ご協力のもと、3月6日から15日まで実施した京都 東山花灯路でのTRAVEL 

JAPAN Wi-Fiプロモーションでのダウンロード順位は、1 位中国、2位台湾、3 位マ ーシア、4 位アメリカ合衆国

となっており、中国からの訪問者のアプリ利用が増加している傾向が見られます。 

 

  ■ TRAVEL JAPAN WI-Fi プロジェクトの状況と今後 

  TRAVEL JAPAN Wi-Fi プロジェクトは、Wi2 を含めた全 17 団体の企業 自治体により昨年 12 月 11 日

に発足いたしましたが、本日、京浜急行電鉄    を新たな参画企業として迎えたことをはじめ、横浜

市や関西国際空港、中部国際空港セント ア、福岡空港などのご協力も得ながら、 ンバウンドビジネ の

先進的な取り組みとして日々前進しております。 

今後TRAVEL JAPAN Wi-Fiプロジェクトでは、アプリを日本でご利用頂いた訪日外国人の行動データを分析

し、参画パートナー法人、自治体様と共有し、訪日外国人ビジネ のますますの活性化に貢献していく方針で

す。 

 

■ TRAVEL JAPAN Wi-Fi アプリの特徴 

本アプリは、増加する訪日外国人観光客を対象としたビジネ 領域をより一層活性化させることを目的とした

法人および自治体、全 17団体で発足された「TRAVEL JAPAN Wi-Fi」プロジェクトの核となる マートフォン用ア

プリです。他のフリーWi-Fi アプリと異なり、訪日外国人の利用に特化している点も特徴の 1 つです。 

Wi2が提供する全国最大20万か所以上のWi-Fi ポットへの無償自動接続機能と、観光情報や施設情報等

の配信機能により、訪日外国人の国内観光旅行を支援します。 

※公 ホームページ ： http://wi2.co.jp/tjw/ 

 

http://wi2.co.jp/tjw/


■「TRAVEL JAPAN Wi-Fi」プロジェクトとは  

「TRAVEL JAPAN Wi-Fi」プロジェクトとは、増加する訪日外国人観光客を対象とした ンバウンドビジネ の

領域をより一層活性化すべく発足されたプロジェクトです。本プロジェクトでは、訪日外国人観光客向けに、旅行

中の ンターネット環境を整えることを中心とした下記 3 つのサービ を提供し、2020 年を目標に「旅行者にとっ

て魅力ある日本」 の一助となるサービ を目指します。 

 

１． 最大 20 万か所以上の Wi-Fi  ポットを無償で使い放題 

２． 役立つ情報配信で、日本の旅をよりお得に便利にサポート 

３． 分析 ポートの活用で、更なるサービ 向上 

 

※参考プ  リリー  ： http://wi2.co.jp/jp/news/press/data/20141211_tjw.pdf 

 

「TRAVEL JAPAN WI-Fi」プロジェクトは、今後も多くの訪日外国人により便利に日本での旅行をお楽しみいた

だけるよう、本アプリへ様々な機能拡張を検討するとともに、参画法人 自治体の皆様と協力し、日本の ンバウ

ンドビジネ のますますの活性化を目指します。 

                            

 

 

 

http://wi2.co.jp/jp/news/press/data/20141211_tjw.pdf

